
夏
見
の
鎮
守
様
・
氏

神
様
で
あ
る
積
田
（
せ

き
た
）
神
社
は
南
都
春

日
大
社
奥
宮
と
号
さ
れ

古
く
か
ら
の
歴
史
の
あ

る
神
社
で
す
。
こ
の
度

も
式
年
造
宮
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
式
年
造
営
」
と
は
、

式
年
（
一
定
の
決
ま
っ

た
期
間
二
〇
年
）
に
お

い
て
神
様
の
鎮
座
さ
れ

ま
す
本
殿
を
新
築
・
改

修
し
、
次
の
代
に
つ
な

い
で
い
く
事
業
で
す
。

現
在
、
最
古
の
棟
札

（
建
築
し
た
証
と
な
る
）

は
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
年
）
の
も
の
が
残
っ

て
い
ま
す
。
伊
賀
地
域

の
寺
社
の
多
く
は
天
正

伊
賀
の
乱
に
よ
り
焼
滅

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
回
の
ご
造
営
事
業

も
進
み
、
春
日
造
り
の

本
殿
も
鮮
や
か
な
朱
色

に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
遂
行
を
地
域

を
は
じ
め
、
共
々
に
喜

ぶ
奉
祝
祭
が
四
月
二
日

（
日
）
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

夏
見
地
区
に
続
き
、

箕
曲
地
域
内
に
あ
る
瀬

古
口
の
稲
荷
神
社
が
、

ま
た
箕
曲
中
村
の
箕
曲

神
社
の
式
年
造
営
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

戦
、
飢
饉
、
災
害
の

時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
づ
れ
の
困
難
も
乗
り

越
え
回
を
重
ね
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
地
域

の
歴
史
文
化
が
脈
々
と

引
き
継
が
れ
、
後
世
に

誇
り
と
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

国
道
一
六
五
号
瀬
古

口
歩
道
沿
い
に
、
歩
行

者
用
の
信
号
機
と
横
断

歩
道
が
新
た
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所

は
国
道
を
安
全
に
横
断

す
る
た
め
陸
橋
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
名
張
市
で
一
番
最
初

の
横
断
歩
道
橋
）
近
年

の
車
の
交
通
量
の
増
加

な
ど
に
よ
り
縦
断
す
る

の
に
危
険
な
個
所
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
で
も
あ

り
歩
行
者
用
信
号
機
の

設
置
と
共
に
、
車
に
よ

る
巻
き
込
み
防
止
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
水
路
へ
の

転
落
防
止
の
レ
ー
ル
も

併
せ
て
設
置
さ
れ
、
大

き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

と
は
い
え
他
に
も
地
域

内
で
の
事
故
や
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
場

所
も
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。環

境
部
・
防
災
防
犯

部
で
も
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
が,

、
各
地

区
に
お
い
て
も
、
安
全

と
生
活
環
境
の
調
和
し

た
対
策
の
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。
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